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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヌクレオチド除去修復（NER）に関与するタンパク質であるサッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）Rad23の2つのヒト相同遺伝子のうちの1つです。このタンパク質は、in vitroにおいて、色素性乾皮症C群（XP-c）細胞抽出物のNER欠損を特異的に補完するタンパク質複合体の構成要素であることがわかりました。また、このタンパク質は3-メチルアデニンDNAグリコシラーゼ（MPG）と相互作用し、そのヌクレオチド除去活性を亢進させることが示されており、塩基除去修復におけるDNA損傷認識に関与していることが示唆されています。このタンパク質はN末端ユビキチン様ドメインを有し、これが26Sプロテアソームと相互作用することが報告されているため、細胞内でユビキチンを介したタンパク質分解経路に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	K562 (1)、Hela (2)、A431 (3)、HL-60 (4)、Jurkat (5)、A549 (6)、HUVEC (7)およびNIH/3T3 (8)細胞溶解物に対するRAD23BマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	RAD23BマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	RAD23B マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	RAD23B マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	RAD23B マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト小脳組織の免疫組織化学分析。

